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　伊勢物語の在原業平の歌や尾形光琳の燕子花図屏風で有名な史跡八橋の認知度を高め、
短歌の楽しさを多くの人に伝えるために実施します。
　投稿作品をまとめた「詠草集」から、短歌大会当日に大会参加者が3首ずつ互選し、
互選取得票発表・選評を行います。
時 5月9日（日）　午前10時～午後4時
所 知立文化広場
▼ 課題　知立八橋およびかきつばたに関する作品
　※自作未発表作品で、ひとり一首（応募は無料）
　※応募された作品は、作品集「詠草集」に収録し、応募者に配布します。
▼ 賞　入賞者には、主催者および後援団体から賞状・賞品等が贈られます。
　※入賞者は大会当日の出席者の中から選ばれます。
￥ 500円（昼食代含む、当日集金）
申 4月30日（金）（当日消印有効）までに文化協会短歌係
　（〒472-0026　上重原町間瀬口116　文化会館内）へ。
問 立春短歌会　荒木朋子（☎82－2320）

　史跡八橋かきつばたまつりに合わせ、フォトコンテストを開催します。皆さんのご応募
をお待ちしています。
※モデル撮影会はありません。
▼ 撮影期間　4月25日（日）～5月20日（木）
▼ 撮影場所　八橋かきつばた園
▼ 課題　八橋のかきつばたを広く紹介し、観光宣伝に使用できるもの
▼ 応募規定
　・カラー印画　四ツ切（四ツ切ワイド、A4サイズ不可）
　・デジタルカメラ作品は可だが、画像の合成加工は不可
　・入賞作品の使用権は主催者に帰属し、主催者が作成するポスター、チラシ、ホームページ等に使用します。
　・応募作品は未発表および発表予定のないものに限ります。　・応募作品は返却しません。
　・詳細は応募要項をご覧ください。
　※人物が入る場合は、被写体となる人の許諾を得たうえでご応募ください。許諾を得ていなかった場合のクレーム・
　　トラブル等については、一切の責任を負いかねます。
▼ 賞　入賞者には、主催者および後援団体から賞状・賞品等が贈られます。
▼ 応募方法　写真の裏面に応募用紙を貼付して5月31日（月）までに
　　　　　　 郵送または直接知立市観光協会
　　　　　　 （〒472-8666　住所不要　経済課内）へ。
※応募要項および応募用紙は、期間中に経済課窓口および八橋かきつばた園で
　配布するほか、市ホームページからダウンロードできます。
問  経済課　商工観光係（☎95－0125）
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　史跡八橋かきつばたまつりに伴い、混雑が予想される日について、下図のとおり交通規
制を実施し、駐車場を有料とします。ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いします。
▼ 交通規制・駐車場有料日
5月2日（日）～5日（祝）、8日（土）、9日（日）、16日（日）
￥ ・大型自動車　1,500円/回　・普通自動車　300円/回

史跡八橋かきつばたまつり　交通規制と有料駐車場のお知らせ

よろしくお願い
しますだっぴ

時 	4月17日（土）　午前10時～正午
内	観光交流センター（集合）→御手洗公園→慈眼寺→
　 馬市跡地（解散）
¥ 	無料
申 問 4月1日（木）～12日（月）に電話または直接
　　 経済課商工観光係（☎95-0125）または
　　 観光交流センター（☎55-6302）へ。
※受付は火・水曜日は経済課のみ。土・日曜日の受付は観光

交流センターのみ。

時 	5月1日（土）　午前9時45分～正午
内	観光交流センター（集合）→知立駅→在原寺→
　 根上がりの松→業平供養塔→かきつ姫公園→無量壽寺
 　 （解散）
¥ 	100円（ミニバス代）
申 問 4月1日（木）～23日（金）に電話または直接
        経済課商工観光係（☎95-0125）または
        観光交流センター（☎55-6302）へ。
※受付は火・水曜日は経済課のみ。土・日曜日の受付は観光

交流センターのみ。

第1回 御手洗公園と馬市跡を訪ねて 第2回 ミニバスで行く！鎌倉街道と無量壽寺

ガイドとまち歩き池鯉鮒ぶらっとツアー
観光交流センター発着のツアーを開催します。今回は第1回・第2回の参加者を募集します。

【共通事項】
対  どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定  10人（先着順、最少催行人員4人）
※参加者には、検温、アルコール消毒、マスクの着用および緊急連絡先の
　提供にご協力いただきます。


